
 

                      

０ 

    

東
京
都
精
神
保
健
福
祉
連
絡
会 

研
修
会
報
告 

都
連
理
事 

鈴
木 

孝
男 

（
都
精
民
協
副
運
営
委
員
長
） 

平
成
26
年
８
月
２７
日(

水)

夜
、
東
京
都

社
会
福
祉
協
議
会
に
て
東
京
都
精
神
保
健

福
祉
連
絡
会(

都
精
民
協)

主
催
で
「
精
神
保

健
福
祉
法
改
正
に
つ
い
て
～
入
院
か
ら
退

院
に
向
け
て
の
支
援
～
」
を
テ
ー
マ
に
東
京

都
福
祉
保
健
局
障
害
者
施
策
推
進
部
部
長

熊
谷
直
樹
氏
に
精
神
保
健
福
祉
法
改
訂
の

趣
旨
と
施
策
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
今
回
の
精
神
保
健
福
祉
法
の
改
訂
は

家
族
会
や
諸
関
係
の
要
望
を
取
り
入
れ
、

「
保
護
者
制
度
の
廃
止
」
「
医
療
保
護
入
院

見
直
し
」
「
精
神
医
療
審
査
会
見
直
し
」
が

あ
っ
た
と
説
明
が
あ
っ
た
。 

「
保
護
者
制
度
の
廃
止
」
の
意
味 

保
護
者
制
度
を
法
改
訂
で
廃
止
し
た
。
今

ま
で
保
護
者
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
規
定
は

削
除
と
し
た
。 

「
医
療
保
護
入
院
見
直
し
」 

（
１
）
医
療
へ
の
導
入
や
医
療
の
継
続
に
つ

い
て
、
家
族
は
旧
法
制
度
上
の
権
利
や
義
務

を
有
す
る
こ
と
は
、
原
則
な
く
な
っ
た
。 

（
２
）
例
外
と
し
て
、
家
族
等(

配
偶
者
、

親
権
者
、
扶
養
義
務
者
、
後
見
人
及
び
補
佐

人)

は
医
療
保
護
入
院
の
同
意
権
と
退
院
や

処
遇
改
善
の
請
求
権
を
有
す
る
。 

（
３
）
家
族
等
の
間
で
は
、
法
的
に
優
先
順

位
は
な
い
。 

（
４
）
精
神
保
健
福
祉
法
に
基
づ
く
「
財
産

上
の
保
護
」
の
義
務
が
な
く
な
っ
た
。 

（
５)

民
法
に
基
づ
く
扶
養
義
務
等(

一
般

医
療
で
の
患
者
と
家
族
の
関
係)

が
精
神
保

健
医
療
で
も
適
用
。 

以
上
の
項
目
で
医
療
保
護
入
院
の
原
則

〔
精
神
保
健
指
定
医
の
診
察
の
結
果
、
要
入

院
だ
が
、
精
神
症
状
の
た
め
任
意
入
院
が
出

来
な
い
状
態
〕
の
場
合
、
改
訂
後
は
入
院
時

「
家
族
等
の
同
意
」
が
必
要
で
「
入
院
の
同

意
」
に
限
定
さ
れ
る
。
家
族
等
に
は
、
「
退

院
等
請
求
権
」
を
除
き
、
特
別
の
義
務
や
権

利
は
な
い
。 

（
新
設
）
医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
促
進
―

精
神
科
病
院
管
理
者
の
責
務
― 

病
院
管
理
者
は
医
療
保
護
入
院
で
患
者

が
入
院
し
た
場
合
の
責
務 

（
１
）
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員(

精
神
保

健
福
祉
士
等)

の
選
任 

入
院
後
７
日
以
内
に
医
療
保
護
入
院
者
に

対
し
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員(

精
神
保
健

福
祉
士
等)

を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
２
）
地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
の
努
力 

都
区
市
町
村
諸
機
関
を
含
め
地
域
援
助
事

業
者
を
紹
介
す
る
努
力
。 

（
３
）
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会

の
開
催 

入
院
1
年
未
満
の
患
者
で
医
療
保
護
入
院
予

定
期
間
及
び
同
委
員
会
で
推
定
入
院
期
間
を
超

え
る
場
合
委
員
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

「
精
神
医
療
審
査
会
見
直
し
」 

退
院
請
求
を
出
来
る
者
に
家
族
等
を
加
え
、

構
成
委
員
の
拡
大
を
含
め
平
成
28
年
4
月
1

日
に
施
行
。 

施
策
上
の
こ
と
と
し
て
良
質
且
つ
適
切
な
精

神
障
害
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
確
保
す
る

指
針
と
し
て
入
院
医
療
中
心
の
精
神
医
療
か
ら

地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
、
精
神
障
害
者
の
居

宅
等
に
お
け
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
①
外
来
・
デ

イ
ケ
ア
等
外
来
医
療
体
制
の
整
備
及
び
地
域
医

療
連
携
の
推
進
②
治
療
中
断
者
等
の
地
域
生
活

継
続
の
た
め
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ(

多
職
種
チ
ー

ム
の
訪
問
支
援)

③
症
状
急
増
悪
時
24
時
間
365

日
対
応
で
き
る
医
療
体
制
の
確
保
や
身
体
疾
患

合
併
受
け
入
れ
体
制
確
保
に
よ
る
精
神
科
救
急

医
療
体
制
の
整
備
④
身
体
疾
患
の
医
療
確
保
に

伴
う
一
般
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
⑤
保
健
所
、

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
相
談
、

訪
問
支
援
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。 

都
連
は
今
後
も
東
京
都
と
継
続
的
に
協
議
し

精
神
保
健
福
祉
問
題
の
改
善
の
た
め
連
携
を
深

め
ま
す
。 
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第
４
回
ア
ジ
ア
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
会
議
に 

参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

川
﨑
洋
子 

 

去
る
８
月
の
２９
日
か
ら
３１
日
ま
で
、
中
野
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
は
、
精
神
障
が
い
者
の
通
所
施

設
で
メ
ン
バ
ー
が
と
て
も
元
気
が
い
い
と
聞
い
て
い

ま
し
た
の
で
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
関
心
の

あ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

会
場
は
、
と
て
も
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
韓
国

語
、
中
国
語
、
英
語
、
日
本
語
が
飛
び
駆
っ
て
い
て
、

国
際
色
豊
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

発
表
会
場
で
は
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
が
左
右
２

面
用
意
さ
れ
、
１
面
が
母
国
語
、
も
う
１
面
が
英
語

で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
、
韓
国
が
一

番
多
く
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
あ
る
よ
う
で
、
韓
国
勢
が

多
く
目
に
つ
き
ま
し
た
。 

わ
が
国
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
な
ん
と
英
語
で
発
表

し
ま
し
た
。
堂
々
と
し
て
い
る
様
に
は
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
世
界
会
議
が
２
年
に
一
度
開

か
れ
、
そ
の
間
に
ア
ジ
ア
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
的
に
は
、
３３
か
国
３
３
２
か
所
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
が
運
営
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
に
は
６
カ
所

あ
り
ま
す
。 

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
わ
が
国
の
法
内
施
設
で
は
な

く
、
米
国
が
発
祥
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
神
障
が
い

者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
「
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ウ
ス
」
の
活
動
が
原
点
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
８
０
年
代
に
世
界
各
国
に
広
が
り
ま
し
た
。 

日
本
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
連
合
事
務
局
の
「
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
は
ば
た
き
」
を
訪
問
し
て
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

運
営
・
活
動
を
見
て
き
ま
し
た
。 

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
運
営
は
、「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
国
際

基
準
」
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は

メ
ン
バ
ー
と
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
が
わ

が
国
の
法
内
施
設
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
の
で
す
。

活
動
・
運
営
は
す
べ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
決
め
ら
れ

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
メ
ン
バ
ー
は
上
下
関
係
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
が
決
め
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、

メ
ン
バ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

参
加
者
の
意
見
に
従
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
司
会
、

書
記
も
メ
ン
バ
ー
が
自
発
的
に
手
を
挙
げ
ま
す
。
必

要
な
時
に
は
ス
タ
ッ
フ
に
意
見
を
聞
い
た
り
し
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
メ
ン
バ
ー
主
導
で
動
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
も
活
発
に
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
。

「
な
か
な
か
み
ん
な
の
前
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
，
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
体

験
を
通
し
て
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
明
る

く
話
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
し
た
。 

 

法
外
施
設
と
い
う
こ
と
で
財
源
が
気
に
な
り
ま
し

た
。
立
ち
上
げ
当
初
は
、
寄
付
で
賄
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
限
界
が
あ
り
、
補
助
金
獲
得
の
運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
の
か
な
り

の
活
動
の
結
果
、
実
績
が
み
と
め
ら
れ
て
、
公
的
な

補
助
金
は
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
母
体
で
あ
る

社
会
福
祉
法
人
が
事
業
を
受
け
、
事
業
展
開
を
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
が
や
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
方
法
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
た
と
え
ば
、

は
ば
た
き
で
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
を
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
モ
デ
ル
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
形

式
な
の
で
す
。
清
掃
ユ
ニ
ッ
ト
、
キ
ッ
チ
ン
ユ
ニ
ッ

ト
、
事
務
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
参
加

メ
ン
バ
ー
は
固
定
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
替
わ
り
で

す
。
前
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
希
望
す
る
ユ
ニ
ッ
ト

を
決
め
ま
す
が
、
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
集
中
し
な
い

よ
う
な
配
慮
も
さ
れ
ま
す
。 

 

ち
ょ
う
ど
キ
ッ
チ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
昼
食
の
準

備
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
前
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

献
立
を
決
め
、
買
い
物
を
し
て
料
理
し
ま
す
。
和
や

か
な
会
話
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

わ
が
国
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
次
の
６
カ
所
で
す
。 

・
サ
ン
・
マ
リ
ー
ナ
（
板
橋
区
） 

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
ば
た
き
（
小
平
市
） 

・
ス
ト
ラ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
渋
谷
区
） 

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ピ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ
う 

（
奈
良
県
） 

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ゆ
う
せ
ん
（
岐
阜
県
） 

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

ワ
ナ
ス
（
愛
知
県
） 

 

も
っ
と
広
く
全
国
に
展
開
出
来
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

２ 



昭
島
家
族
の
つ
ど
い
『
通
称
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
・

歩
歩
（
ぽ
ぽ
）
』
の
紹
介 

代
表 

池
田 

正 

  

ま
ず
は
、
昭
島
の
自
慢
話
か
ら
し
ま
す
。 

 

昭
島
市
は
、
東
京
都
で
７
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し

て
早
60
年
の
還
暦
を
む
か
え
ま
し
た
。
都
心
か
ら
西
へ

約
３５
ｋ
ｍ
、
東
京
都
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
立
川

市
・
福
生
市
・
八
王
子
市
・
日
野
市
に
接
し
た
人
口
11

万
人
の
ま
ち
で
す
。 

市
の
水
道
水
は
、
東
京
都
で
、

唯
一
１
０
０
％
地
下
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
（
美
人

が
多
い
の
も
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
説
で
す

が
・
・
・
） 

 

昭
島
の
多
摩
川
河
川
敷
か
ら
昭
和
36
年
に
約
１
６

０
万
年
前
の
ク
ジ
ラ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

（
し
た
が
い
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
ク
ジ
ラ
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
） 

  

こ
れ
か
ら
本
題
に
は
い
り
ま
す
。 

本
会
は
今
か
ら
、
７
年
前
の
平
成
19
年
１０
月
、
精

神
障
が
い
（
主
に
統
合
失
調
症
）
で
悩
ん
だ
り
、
不
安

に
な
っ
た
り
す
る
当
事
者
の
家
族
が
、
定
期
的
に
あ
つ

ま
り
、
こ
の
病
気
を
適
切
に
理
解
し
、
支
援
し
て
い
く

た
め
に
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
前
か
ら
、
同
様
な
組
織
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

高
齢
化
し
た
た
め
、
市
の
保
健
師
さ
ん
、
き
ょ
う
さ
れ

ん
虹
の
セ
ン
タ
ー
、
市
の
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
、
ゆ
い
の
も
り
福
祉
協
会
の
地
域
福
祉
ス
タ
ッ
フ
が
、

熱
い
思
い
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
、
「
昭
島

家
族
の
つ
ど
い
（
通
称
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
歩
歩
（
ぽ
ぽ
）」

と
し
て
、
生
ま
れ
代
わ
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

  

現
在
２５
世
帯
の
当
事
者
の
父
母
・
兄
弟
姉
妹
が
会
員

と
し
て
毎
月
第
４
木
曜
日
、
お
も
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
あ
い
ぽ
っ
く
）
一
階
視
聴
覚
室
に
あ
つ
ま
り
、
家

族
が
安
心
し
て
お
互
い
の
状
況
を
語
り
合
い
、
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
愛
す
べ
き

当
事
者
の
た
め
、
「
よ
き
理
解
者
で
、
か
つ
最
大
の
支

援
者
」
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

７
月
の
定
例
会
で
、
立
川
麦
の
会
会
長
の
真
壁
会
長

（
東
京
つ
く
し
会
会
長
）
の
力
強
い
講
話
の
中
で
、
地

域
家
族
会
の
担
う
役
割
と
他
家
族
会
と
の
連
携
の
重

要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

４
年
前
、
時
期
尚
早
と
し
た
「
東
京
つ
く
し
会
」
へ

の
入
会
を
、
「
い
ま
、
ま
さ
に
機
は
熟
し
た
！
」
と
思

い
、
８
月
全
会
員
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
全
員

一
致
で
、
承
認
さ
れ
、
年
会
費
制
（
２
，
５
０
０
円
／

世
帯
）
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

こ
れ
で
５２
番
目
の
「
東
京
つ
く
し
会
」
加
盟
団
体
に

な
り
ま
し
た
。 

 

昭
島
市
の
障
害
福
祉
窓
口
も
、
ホ
ッ
ト
し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

 

な
に
し
ろ
未
加
盟
の
市
は
、 

昭
島
だ
け
と
の
こ
と
で
し
た 

か
ら
・
・
・
・
・ 

 

年
間
１２
回
の
定
例
会
は
、
概
ね
６
回
の
家
族
の
近
況

報
告
と
残
り
６
回
は
事
前
に
相
談
し
て
決
め
た
テ
ー

マ
で
、
学
習
会
等
を
企
画
実
施
し
て
い
ま
す
。 

最
近
の
大
好
評
で
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
挙
げ
ま
す
と
、 

１ 

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
障
害
年
金
申
請
・ 

更
新
時
、
注
意
す
べ
き
事
項 

２ 

親
な
き
後
の
財
産
管
理
（
成
年
後
見
制
度
の 

活
用
検
討
） 

３ 

最
近
の
グ
ル
ー
プ
・
ホ
ー
ム
活
用
方
法 

４ 

他
の
地
域
家
族
会
と
の
連
携
・
交
流 

５ 

現
場
の
医
師
か
ら
み
た
最
新
の
統
合
失
調
症 

６ 

昭
和
記
念
公
園
散
策 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上
で
す
。 

 

特定社会保険労務士春名先生の講義 

３ 

家 族 会 紹 介 



寄
稿 

「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る 

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
使
い
方
」  

都
連
理
事 

塚
本
邦
之 

私
は
、
他
人
の
財
産
や
そ
の
使
い
道
に
つ
い
て
心

配
す
る
ほ
ど
酔
狂
で
も
な
い
う
え
、
余
裕
も
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
か
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
が
、
２
児
を
抱
え
た
妻
ミ
レ
ー
バ
と
離
婚
の
話
を

進
め
た
時
、
「
も
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
貰
え
た
ら
、

全
額
わ
た
し
ま
す
」
と
約
束
し
た
こ
と
に
は
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
離
婚
を
進
め
る
た
め
好
条
件
を
示
し
た

の
か
、
ま
た
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
間
違
い
な
く
受
賞
で

き
る
と
確
信
し
て
い
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
本
人

か
ら
回
答
を
得
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
１
９
１
４
年
以
来
、
ス
イ

ス
を
離
れ
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
教
職
に
つ
い
て
い
ま

す
が
、
妻
の
ミ
レ
ー
バ
は
彼
と
出
会
っ
た
ス
イ
ス
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
１
９

年
離
婚
し
た
ミ
レ
ー
バ
は
シ
ョ
ッ
ク
の
た
め
か
精

神
を
患
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
男
の

ハ
ン
ス
は
父
親
に
似
て
優
秀
で
、
の
ち
に
米
国
の
大

学
教
授
に
な
り
ま
す
。
次
男
の
エ
ド
ワ
ル
ド
は
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
精
神
病
院
の
入
退
院
を
く
り
か
え
し
て

い
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
２
年
後
の
１
９
２
１
年

に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を

受
け
て 

賞
金
３
万
２
２
５
０
ド
ル
を
手
に
し
、
ミ

レ
ー
バ
と
そ
の
２
人
の
子
ど
も
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

                          

   
 

   

☆
賛
助
会
費
☆
（
敬
称
略
） 

フ
ァ
ミ
リ
ー
通
信 

 
 
 
 

 
 

 

３
０
０
０
円 

ま
い
ん
ず
た
わ
ー
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

１
０
０
０
０
円 

森
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 

 
 

２
０
０
０
０
円 

宮
本 

里
詩
子 

 
 

 
 
 

 
 

 

２
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

   

 

☆10/19(日)「うつ病の予防と早期発見」深い喪失への支援を 被災地に学ぶ 
講師：国立精神・神経医療研究センター認知行動療法センター長  
大野裕氏他 主催：朝日新聞厚生文化事業団 ℡：03-5540-7446 

  
☆11/8(土) ｢保護者制度の廃止―当事者と家族の関係・社会制度について｣ 

講師：東京アドヴォカシー法律事務所 池原 毅和氏 
主催：新宿フレンズ ℡：03-3987-9788 
 

☆11/15 (土) 「精神科のお薬の話（仮題）」 
講師：東邦大学薬学部教授 吉尾 隆 氏  
主催：主催:世田谷さくら会 ℡：03-3308-1679 
 

☆11/21(金)｢包括型地域生活支援プログラム（ACT）がめざす生活支援とは｣ 
講師:国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所  
社会復帰研究部部長 伊藤順一郎氏 
主催:蒼空会 問合せ:清瀬どんぐりの家気付ACT講演会係℡：042-493-0210 

 
※参加申込み･お問合せは、それぞれの主催者までお願い致します。 

４ 

 

つくしだよりは赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 

先
ご
ろ
、
「
１
５
歳
の
寺
子
屋
」
講
談
社
シ
リ

ー
ズ
の
「
ゴ
リ
ラ
は
語
る
」
の
本
を
読
ん
だ
。
著

者
は
、
京
都
大
の
山
際
寿
一
教
授
。
「
餌
づ
け
」

で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
に
入
り

「
人
づ
け
」
で
ゴ
リ
ラ
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
学
ん
だ
こ
と
が
か
い
て
あ
る
。 

ゴ
リ
ラ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
社

会
生
活
を
営
む
。
弱
者
に
優
し
く
、
常
に
、
平
和

的
に
紛
争
を
解
決
し
て
い
る
。
そ
れ
は
子
供
時
代 

に
獲
得
し
た
共
感
力
が
大
き
い
と
い
う
。 

ゴ
リ
ラ

の
子
供
た
ち
の
遊
び
は
自
然
に
次
か
ら
次
へ
遊
び

が
変
わ
り
な
が
ら
陽
長
が
一
日
続
き
、
共
感
力
が
育

っ
て
行
く
と
い
う
。 

人
間
の
子
供
た
ち
は
、
ど
う
だ
ろ
う
。
一
緒
に
、

昆
虫
を
捕
ま
え
興
奮
す
る
。
一
緒
に
、
月
や
、
コ
ス

モ
ス
を
見
て
、「
き
れ
い
ね
」
と
共
に
感
動
す
る
。

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
、
「
お
い
し
い
ね
」
と
食
べ
る

中
で
、
共
感
力
が
付
く
。 

ゴ
リ
ラ
は
１５
頭
ぐ
ら
い
が
仲
間
つ
く
り
に
は
最

適
と
い
う
。
人
間
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
も
１５
人
だ
。

私
た
ち
人
間
は
、
携
帯
、
ス
マ
ホ
、
ラ
イ
ン
な
ど
多

勢
で
結
ば
れ
る
情
報
過
多
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
立
ち
止
ま

っ
て
、
考
え
、「
思
い
や
り
」、
理
解
す
る
中
で
、
物

事
を
進
め
て
生
き
た
い
と
切
に
思
う
昨
今
で
あ
る
。 

都
連
理
事 増

田
公
子 

 

講 演 会 の お 知 ら せ 
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